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れい明 
編集・発行：和田市民センター 

 TEL ：0834-67-2111 

 MAIL：si-wada-ko@city.shunan.lg.jp 

和田地区の各種情報やれい明

のバックナンバーはこちらの

QR からもご覧になれます。 
和田地区の人口 

総人口  1,007 人 世帯数 564 世帯 

男 485 人    女 522 人 

高齢化率 58.3 ％  (9 月 1 現在) 

高齢者や基礎疾患のある方は、インフルエンザや新型コロナウイルスに感染すると重症

化するリスクが高いとされています。重症化を防ぐためにも、ワクチンを接種して感染予

防に努めましょう。 

◆対象者 

・65歳以上の方  

・60～64 歳以上の心臓・腎臓・呼吸器の機能、またはヒト免疫不全ウィルスによる免疫

の機能に障害がある人（※障害の程度によって接種できない場合があります） 

◆実施期間 

  令和 8年 2月 28日（土）まで 

  ※ワクチンの流通状況により、開始時期が前後する場合があります。必ず各医療機関

へ事前にご確認ください。 

◆自己負担（※生活保護法による被保護世帯の方は、受給証を提示すると無料です） 

  ・インフルエンザワクチン……1,490円 

  ・新型コロナワクチン……4,680円 

◆接種回数   各ワクチンともに 1回 

◆接種方法 

  実施医療機関に直接予約（※受診時には、マイナンバーカードなどの住所・生年月日が 

確認できるものが必要） 

◆予防接種実施医療機関一覧（１０月現在） ＜新南陽地区（市外局番 0834）＞  

 

【10月～】高齢者の「インフルエンザ」「新型コロナ感染症」予防接種が始まります 

◀市ホームページからもご確認できます 
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日 曜日 内  容 場  所 開 始  終 了 

11 土 地域食堂あけぼの 和田市民センター 大会議室 11：00 － 

14 火 移動図書館やまびこ号 和田支所 10：50 11：30 

19 土 和田モルックの世界大会 和田小グラウンド 13：00 16：30 

31 金 移動図書館やまびこ号 和田支所 10：50 11：30 

 

10 月 1日～10月 31日 行事予定（9月 30 日現在） 

 市民センターでは、地域の皆さんに読書を楽しんでいただけるよう、毎年「市民センター

文庫」として新たな書籍を購入し、貸し出しを行っています。話題のベストセラーや新聞・

テレビで紹介された注目の一冊など、幅広いジャンルの中から、どなたでも手に取りやす

い本を中心に選書しています。 また、「この本が読みたい」「こどもにこんな本を紹介して

ほしい」といったご意見やご希望がありましたら、お気軽に市民センターまでお知らせく

ださい。地域の皆さんの声をもとに、今後の書籍選定の参考とさせていただきます。 

 

 

読みたい本、教えてください！ ～市民センター文庫へのご要望受付中～ 

今年 10 月 1 日より、全国一斉に『マイナ救急』の取り組みが始まりました。これは救急現

場でマイナンバーカードの保険証（マイナ保険証）を活用し、よりスムーズで適切な救急搬

送と医療提供を可能にする新しい仕組みです。 

＜どんな仕組み？＞ 救急現場では、次のような流れでマイナ保険証が活用されます。 

⑴救急隊員がマイナ保険証を専用端末で読み取り 

⑵病歴や服薬履歴、通院していた病院などを確認 

⑶収集した情報を病院に正確に伝達 

⑷病院では事前情報をもとに、迅速に診療を開始 

＜マイナ救急のポイント＞ 
・暗証番号や顔認証は不要です。 

・原則、マイナ保険証の利用にはご本人の同意が必要です。 

・意識がないなど同意が難しい場合でも、生命・身体の保護のために情報を確認すること

があります。 

・閲覧できる情報は氏名・住所・病歴・薬剤情報などに限られ、税・年金等は対象外です。 

・情報は救急活動のみに利用され、端末等に保存されません。 

＜『もしも』に備えて今からできること＞ 
いざという時に慌てないよう、普段からマイナンバーカードを持ち歩き、まだ登録がお済

みでない方は、早めの手続きをお願いします。  

この制度により、救急医療の質が向上し、命を守るための大切な時間を少しでも短縮す

ることが期待されています。ご自身とご家族の安心のためにも、ご検討ください。 

 

マイナ保険証がもしもの時のお守りに！？ 新しく始まる『マイナ救急』 

▼詳しくはコチラ 


